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１．はじめに（本資料による議論の目的）

○ 先般取りまとめられた「アジャイル型政策形成・評価の在り方に関する
ワーキンググループ」（アジャイルＷＧ）の提言を踏まえ、政府全体のＥ
ＢＰＭ推進の現状・課題と目指すところを確認した上で、ＥＢＰＭ推進委
員会に求められる役割を確認する。

○ アジャイルＷＧ提言で示された、機動的で柔軟な見直しを可能とする政
策形成・評価を実践しようとする府省庁に対する支援のうち、ＥＢＰＭ補
佐官派遣制度（仮称）、伴走支援型政策ネットワーク、政策設計ラボ（仮
称）等について、内閣官房行政改革推進本部事務局（行革事務局）の検討
状況・検討内容を共有し、ブラッシュアップを行う。
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２－１．政府全体におけるＥＢＰＭ推進の現状・課題と目指すところ

○ 従来、政府横断的な推進体制としてＥＢＰＭ推進委員会を設置するととも
に、各府省庁に政策立案統括審議官等を設置し、ロジックモデルの作成・活
用や、人材育成、外部有識者等による支援体制構築などの取組を省庁横断的
に推進。

○ しかしながら、政府全体で見ると、ＥＢＰＭ推進の取組は一部の政策に限
られる上、その内容はロジックモデル作成にとどまるなど、実際の政策の質
の向上を通じた政策効果を上げることの追求は限定的。

○ こうした中、行政の「無謬性神話」から脱却し、複雑かつ困難な社会課題
に適時的確に対応できる、より機動的で柔軟な行政への転換を目指す「ア
ジャイル型政策形成・評価の在り方に関するワーキンググループ」（ア
ジャイルＷＧ）の提言が出され、骨太の方針等において、政府全体の方針
として、提言の各種取組の実践を行うことを決定。

○ 今後、行政の「無謬性神話」から脱却し、複雑かつ困難な社会課題に適時
的確に対応できる、より機動的で柔軟な行政への転換を目指し、提言の内
容を踏まえ、また、これのみに限定せずに、政府全体におけるＥＢＰＭの
取組を実践していく必要がある。
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２－２．ＥＢＰＭ推進委員会に今後求められる役割

○ アジャイルＷＧ提言では、今後取り組むべき方策として、
①機動的で柔軟な見直しを可能とする政策形成・評価に向けた制度改正
・運用改善

②機動的で柔軟な見直しを可能とする政策形成・評価を支える基盤の整備
が具体的に示されている。

○ 今後、これらの方策に取り組んでいく中で、政府全体におけるＥＢＰＭを推
進するため、ＥＢＰＭ推進委員会には、従来のような情報共有にとどまらず、
①一府省庁では解決困難なＥＢＰＭ推進上の課題の解決や、
②各府省庁の政策プロセスにおける個別の取組に係るボトルネックの解
消に向けた支援

等、課題解決志向型の役割を果たすことが求められる。
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○ 今後、政府全体におけるＥＢＰＭを推進するため、ＥＢＰＭ推進委員会で
取り組むべき、
①一府省庁では解決困難なＥＢＰＭ推進上の課題や、
②各府省庁の政策プロセスにおける個別の取組に係るボトルネック

として、どのようなものがあるか、あるいは、あると考えられるか。

○ 次回以降のＥＢＰＭ推進委員会においては、そうした課題の解決やボトル
ネック（個別のデータ取得・利活用に関するものなど）の解消に向けた検討
を進めることが有益ではないか。

※ アジャイルＷＧ提言では、ＥＢＰＭ推進委員会も活用して、各府省庁の政
策プロセスにおける個別のデータ取得・利活用に係るボトルネックの解消に
取り組むことが示されている。
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２－３．ＥＢＰＭ推進委員会で今後取り組むべき課題解決・ボトルネック
解消に向けた検討の進め方



○ 行政の「無謬性神話」からの脱却に向け、機動的で柔軟な、いわゆるアジャイルな
行政に転換していくためには、提言の内容を実践していくことが重要。

○ しかしながら、提言の内容は、これまでの行政（霞が関）には根付いていない考え
方で、各府省庁が政策立案等でいきなり実践するには難しい面もあるのが実情。

○ また、各府省庁において、ＥＢＰＭ推進に当たり様々な課題（特に、データ分析能
力を含む専門性を有する職員の不足、人的リソースの質・量両面での不足）が存在。

○ ＥＢＰＭの実践に有用な専門的知見・経験を有する専門家等により、各府省庁の政
策担当部局による個別の政策形成・評価に対する支援を充実・強化することが必要。

行革事務局の参考人活用の仕組みを発展的に解消し、希望する府省庁に専門家を派遣し、
各種相談対応や助言等を行う

「ＥＢＰＭ補佐官派遣制度（仮称）」を創設。
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３－１．EBPM補佐官派遣制度（仮称）

創設趣旨







３－１． 【参考】総務省行政評価局の実証的共同研究
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３－５．ＥＢＰＭガイドブック

○ 行革事務局は、アジャイルＷＧ提言も踏まえ、初版（Ver1.0）の早期公表
に向け、各府省庁と有識者の協力を得て、ＥＢＰＭの基本的な考え方、機動
的で柔軟な政策形成・評価の実践を普及するためのガイドブックを作成中。

○ 初版（Ver1.0）は、分量を抑え、図や表を多く用いて、簡潔明瞭で基本を
押さえる内容。各方面からのフィードバックを反映しながら、版を重ねるご
とに充実を図る。

○ 各府省庁は、本ガイドブックも参照しつつ、より機動的で柔軟な政策形
成・評価を実践することが求められる。
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３－６．EBPMワークショップ（府省庁横断勉強会）

○ 各府省庁におけるアジャイルＷＧ提言の内容の実践に資するよう、また、
令和４年度ＥＢＰＭ取組方針において推奨している実践的なワークショップ
形式の研修の参考に資するよう、各府省庁ＥＢＰＭ推進部局を対象とした
ワークショップ形式での企画立案研修の実施を検討中。
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研修内容

開催方法等

 令和４年７月後半から９月にかけて、１回当たり５～６府省庁として、全て
の府省庁の政策立案総括審議官等とＥＢＰＭ推進部局の職員を対象に実施

 所要３時間程度で原則、対面での開催

※研修内容や開催方法等の詳細は今後確定

 各班（府省庁単位）で示された政策テーマから１つを選択し、ファクト発見
（課題の発見と政策目標の設定）、政策分析（政策手段の検討）、モニタリ
ングや評価の事前設計を行いつつ、政策目的から政策手段までのロジックを
整理した上で、ロジックモデルを作成。

 ①講師から問題意識や注意事項等の説明、②班別討議、③発表＆講評の流れ
を想定


